
ホーム   暮らし   文化・スポーツ・生涯学習   スポーツ   その他の関連情報   「夢の教室」開催報告[1]

市川市で「夢の教室」を開催しています！

 市川市では平成27年度よりオリンピック・パラリンピック関連事業として、公益財団法人日本サッカー協会と協定を締結し、JFAここ

ろのプロジェクト「夢の教室」を実施することとなりました。

 実施にあたり、平成27年5月21日（木）に市川市役所において協定締結式を開催し、公益財団法人日本サッカー協会 最高顧問 川淵 三

郎（かわぶち さぶろう）キャプテンにご出席を賜り、市川市と公益財団法人日本サッカー協会で協定書を取り交わしました。

 今後、市内の市立小・中・特別支援学校において、「夢の教室」を開催していきます！
 
 ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」詳細についてはこちらをご覧ください。
 → http://www.jfa.jp/social_action_programme/yumesen/（外部サイト）

○各学校等の様子 ※【】内は授業を行っていただいた夢先生

※11月27日以降の「夢の教室」の様子はこちら

・鬼高小学校（11月24日、25日）【小口貴久さん、式田高義さん、北本綾子さん】

・大柏小学校（11月20日）【大沢ケンジさん、瀧本誠さん】

・南行徳中学校（11月9日、10日、11日）【内藤尚行さん、古木克明さん、式田高義さん、鶴岡剣太郎さん】

・若宮小学校（11月6日）【立川隆史さん、西山淳哉さん】

・稲荷木小学校（10月29日）【斉藤祐也さん】

・第2回 親子で「夢の教室」（10月25日） ※別ページ

・須和田の丘支援学校（10月13日）【式田高義さん】

・柏井小学校（10月6日）【川股要佑さん、下村東美さん】

・大野小学校（9月29日、30日）【中野忍さん、米山大輔さん】

・北方小学校（9月25日）【黄川田賢司さん】

・大和田小学校（9月4日）【菊池康平さん、小林弥生さん】

・塩浜中学校（9月3日）【福田岳洋さん】

更新日： 2019年4月26日

「夢の教室」開催報告[1]

JFAこころのプロジェクト「夢の教室」協定締結式を開催しました！

http://cms.city.ichikawa.lg.jp/index.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/catpage/kurashi-top.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/catpage/kurashi-syougai-top.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/catpage/kurashi-sports.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/catpage/cat_00000711.html
http://www.jfa.jp/social_action_programme/yumesen/
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/pub06/1111000102.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/pub06/1111000101.html


・東国分中学校（7月6日、13日）【西村卓朗さん】

・国府台小学校（7月3日）【村井忠寛さん、小林弥生さん】

・親子で「夢の教室」（6月21日） ※別ページ

・市川小学校（6月4日）【落合真理さん、島田裕介さん】

・中山小学校（5月21日、22日）【柴田亜衣さん、杉山祥子さん】

夢の教室@鬼高小学校

 平成27年11月24日（火）と25日（水）に市川市立鬼高小学校において、「夢の教室」を開催いたしました。

 今回は、2002年ソルトレイク、2006年トリノ、2010年バンクーバーの冬季オリンピックにリュージュ日本代表として出場された小口

貴久（おぐち たかひさ）さんと、元Jリーガーで、ジェフユナイテッド市原（現・千葉）、アルビレックス新潟でご活躍された、式田 高

義（しきだ たかよし）さんに、女子サッカー選手として、なでしこリーグの浦和レッズレディースでご活躍され、なでしこジャパンとし

て17試合に出場しご活躍された、北本 綾子（きたもと あやこ）さんにお越しいただき、授業を行っていただきました。

 

 小口さんは、「小学生の頃は、スポーツが苦手で、ゲームばかりやっていた。リュージュを始めたのも親からやるように言われて始め
たのがきっかけ。夢を持ったきっかけは、1998年の長野オリンピックで、テストランナーを務めたことや、仲間がオリンピックに出場す

る姿を見て、嬉しいと思ったのと同時に悔しい気持ちがあり、『オリンピックに出たい』と思った。しかし普通に練習していても無理だ

と思ったので、自分の夢を他の人に話すことで協力してくれる人を見つけ、オリンピックを目指した。」と夢へ向かうまでをお話してい

ただきました。

 更には、「2002年に初めてオリンピックに出場した時は転んで失格となってしまい、順位すら残すことができず、リュージュをやって

きて初めて号泣した。その後、何故泣いたのかを考えた時、自分ひとりの夢ではなく、他の人に協力してもらって目指した夢だったの

で、みんなに申し訳ないという気持ちに気づき、オリンピックでゴールし、金メダルを獲るという新たな目標に向かうができた。ただ、

このままでは同じ結果になってしまうと思ったので、夢に近づくために何が必要なのか、1日1日が夢に繋がるように考えながら行動し続

けた結果、今度の大会ではしっかりとゴールすることができた。」ともお話いただきました。

 夢へと近づくアドバイスとして、「夢を他の人に話すことで、自分に何が必要なのかがわかるようになり、応援してくれる人も現れる
ようになる。貰ったアドバイスを参考に何が必要なのかを考え、しっかりと努力を続けることで必ず夢に近づく」とメッセージを頂きま

した。

 

 北本さんは、兄の影響で体育が得意で、小学2年生のときにサッカーを始めたといいます。小学校6年生時に全国大会に出場した際に、

参加したサッカースクールで当時から日本代表として活躍していた澤選手から指導を受け、「澤さんみたいになりたい」と思い、女子の

リーグがあるということを知り、憧れたそうです。

 北本さんは「高校時代にはサッカーがうまくいかず、やめたくなることがあったが、先生から『あなたは、サッカー選手である前に1

人の高校生である。高校生である前に1人の人間である』という言葉を貰い、苦しいことを乗り越えるためには苦手なことにも挑戦しな

ければダメだということに気付いて、その後もサッカーを続けることが決意でき、浦和レッズレディースに入った時には、憧れだった澤

選手とも対戦することができ、なでしこジャパンではチームメイトとして一緒にプレーすることができた。」とお話くださいました。

 また、「引退を決意した後、ほとんどの人が『今やめるなんてもったいない』と言う中、1人だけ『引退してよかったね』と言葉をか

けてくれる人がいた。同年代の選手よりも早く次へのスタートができると、前向きになることができ、サッカーとサッカーで携わった人

たちに対して恩返しをしようと思った。現在は、サッカースクールとオルカ鴨川FCの監督の2つにチャレンジしていて、オルカ鴨川FCの

なでしこリーグへの昇格と『一生ボールを蹴りたい！』という夢に向かって進んでいます。」とお話いただきました。

http://cms.city.ichikawa.lg.jp/pub06/1111000096.html


 また教室の最後には、「私は色々なところで『出会い』に助けられてここまで来ることができた。今日の『出会い』ももちろんそうだ
し、みんなにも『出会い』を大切にしてもらいたい。」とメッセージを送ってくださいました。

 

夢の教室@大柏小学校

 平成27年11月20日（金）に市川市立大柏小学校において「夢の教室」を開催いたしました！

 今回の夢先生は、総合格闘家として、アマチュア修斗東日本大会、全国大会を制覇、2003年にプロデビューされ、プロ契約後もDREA

M JAPAN GP FINALで3位入賞やDEEPバンダム級タイトルマッチに出場されるなどご活躍され、2010年にはご自身のジムも設立された大

沢 ケンジ（おおさわ けんじ）さんと、小学1年生の頃から柔道を始め、中学・高校で全国制覇を経験され、大学卒業後も多くの大会で活

躍。そしてシドニーオリンピック柔道81kg級では金メダルを獲得された瀧本 誠（たきもと まこと）さんにお越しいただき、授業を行っ

ていただきました！

 また、アシスタントは、元なでしこジャパンの小林 弥生（こばやし やよい）さんにご担当いただき、ゲームの時間を盛り上げていた

だきました。

 大沢さんは、子供の頃プロ野球選手に憧れ、野球をやっていましたが、中学校の野球部はあまり熱心に活動しておらず、チームでの練
習ができなくなっていったため、中学3年生の時に1人でできるスポーツをやろうと思い、ボクシングを始めたといいます。

 17歳になる少し前にジムの会長からプロテストの打診を受けますが、目が悪かったため、結局高校卒業までプロテストを受けることが

できずにボクシングをやめてしまったといいます。その後は夢や目標もなく、つまらない日々を送っていましたが、知人からPRIDEの試

合観戦に誘われ、その試合を見たことでプロの格闘家になりたいと思ったそうです。

 ここから一切の言い訳はやめて毎日練習に取り組み、結果が出なくてもあきらめずに続けた結果、アマチュアの全国大会で優勝するこ
とができ、プロへの扉が開いたといいます。

 大沢さんは子供たちへ、「やるんだったら全力で頑張る。あきらめない気持ちを持ち続けることが何をやるにしてもすごく大事。忘れ
ないでほしい。」とメッセージを送って下さいました。

 

 瀧本さんは、テレビで見たオリンピックで足を怪我した選手が足を引きずりながら試合を行い、優勝した姿を見て、柔道の練習に熱心
に取り組むようになったといいます。

 『初めは、テレビで見た選手のようになりたいと考え練習したら大会で3位になることができ、ご褒美を買ってもらえたのがうれしか

ったが、その後大会で1位になった際には、何かを買ってもらおうという気持ちよりも、柔道が楽しい、好きだという気持ちになるよう

になった。高校3年生の時には全国大会3冠、個人戦優勝と結果を出すことができ、オリンピックが夢から目標となった。

 周囲から期待されるようになり、大学卒業後も応援してもらい続けるが、なかなか結果を出せず、やがてその応援が負担に感じられる
ようになり、一時は柔道をやめて、自室に引きこもってしまった。その時に一緒に柔道をやっていた仲間から呼び出され、「やりたくて

も出来ないやつがいるのに、やれるお前が何をやっているんだ！負けてもいいから自分が納得するまでやれよ！」と言われた。これまで

負けてもいいと言われたことはなかったので気持ちが楽になり、復帰することができた。

 肩の力が抜け、その後の大会で優勝することができ、シドニーオリンピックの日本代表に選ばれることができた。オリンピックでも実
績のある周囲の選手とは違い、自分はそこまで注目されなかったので、うまく集中することができ、120%の力を発揮し金メダルを獲得

することができた。自分は仲間のおかけで柔道を続けることができ、今がある。なので、今いる友達やこれからできる友達を大事にして

ほしい。夢は1人では叶わない。』とお話し下さいました。



「夢の教室」@南行徳中学校

 平成27年11月9日（月）〜11日（水）に市川市立南行徳中学校において、「夢の教室」を開催いたしました！

今回の夢先生は、9日（月）は、元プロ野球選手で、ヤクルトスワローズ、千葉ロッテマリーンズ、中日ドラゴンズでプレーされ、現在

は野球解説者、タレントとしてご活躍中の内藤 尚行（ないとう なおゆき）【ギャオス内藤】さんにご担当いただき、

 10日（火）には、豊田大谷高校時代に2年連続で甲子園に出場し、横浜（現DeNA）ベイスターズにドラフト1位で入団され、引退後格

闘家として「Dynamite!!」等でもご活躍された、元プロ野球選手・格闘家の古木 克明（ふるき かつあき）さんと、船橋市立船橋高校時

代に全国高校サッカー選手権大会優勝を果たし、卒業後は、ジェフユナイテッド市原（現・千葉）やアルビレックス新潟にて活躍され、

本市ではアシスタントでおなじみの式田 高義（しきだ たかよし）さんが、

 そして11日（水）は、21歳のときにスキーからスノーボードに転向し、全日本選手権で3度も優勝。2006年のトリノオリンピックで

は、男子パラレル大回転種目に日本人として始めて出場された、元スノーボード選手の鶴岡 剣太郎（つるおか けんたろう）さんにそれ

ぞれご担当いただきました。

 また、アシスタントは全日程、市川市夢の教室準レギュラーになりつつある式田 高義（しきだ たかよし）さんです。今回は、夢先

生・アシスタントともに活躍していただきました。

 内藤さんは、小学生の頃「テレビに出る！有名人になりたい！目立ちたい！」という夢を持っており、小学2年生のときにキャッチボ

ールをした際に、ボールが顔面に当たったことから、野球がうまくなりたいと思い、練習を始めました。小学生時代は野球チームには入

らず、壁に的を書き、それを目掛けてボールを投げ続ける「壁当て」を毎日好きで続けた結果、自然とピッチングフォームが身に付き、

跳ね返ってきたボールを捕球することで守備を身に付けることができたといい、小学6年生のときに「プロ野球選手になりたい！」とい

う明確な夢を持ったそうです。

 中学校に入り、野球部へ入部後、現在でも継続して行っているという「ランニング」を始め、体力だけではなくメンタルを鍛えること
ができたといいいます。練習をしていく中で、「今のやっていることが、プロ野球選手になるために本当に正しいことなのだろうか」と

いう不安が生じるようになったこともありましたが、その度に「不安を消すためには「夢」向かって毎日練習することだ！」と思いなが

ら練習に取り組んでいたそうです。

 ご自身の経験から生徒たちへ夢を叶えるためのアドバイスとして、「自分の夢を外部に発信することで、それを聞いた、親、先生、友
人などからアドバイスが集まってくる。お互いに情報交換し合えるような、良き協力者を見つけることが大切。」とお話いただきまし

た。また、「何か1つの一流、プロフェッショナルになってほしい。そうすればファン、お客が付き、お金が生まれる。自分が好きな・

得意とすることで最強になろう！」、「運・チャンスは待つものではなく自分で見つけるもの。一生懸命やり続けていると運・チャンス

がやってくる。それまでにしっかりと準備しておけば必ずものにできる！」と熱いメッセージを送っていらっしゃいました。

 古木さんは、小学生の頃、「モテたい」という気持ちを持っており、テレビで当時西武ライオンズに所属していた清原和博選手が日本
シリーズで放ったホームランを見てプロ野球選手になりたいという夢をもったそうです。

 夢をかなえるまでに、小学校でいじめを受けていたことや、逆に中学生になった時には自分の言動が他人に影響を与えてしまい、自分
の知らない間にいじめる側の人間になってしまったが、学級会でみんながいじめに対して同じ方向を向いたことで解決したこと。高校時

代の厳しい寮生活の中「感謝」するという気持ちを知ったことなどをお話いただきました。

 また生徒たちへ「何かに興味を持つということが大事。興味を持つことで色々なことを知ることができ、興味から好きになれば頑張ろ
うと思わなくても頑張ることができる。」「夢を叶えるまでの道筋を逆算することが大切。そうすることで今何を頑張ればよいのか、何

が必要なのかということが具体的に見えてくる。」「『ありがとう』といった言葉やあいさつは人の気持ちを温かくさせることができる

魔法」といったメッセージを伝えていらっしゃいました。



 

 式田さんは、小学1年生の時に兄の影響でサッカー（リフティング）に興味を持ち始めました。最初は全くできなかったが、小学2年生

までは10回以上やるというまず小さな目標を立て、それに向けて逃げずに一生懸命がんばった結果、27回できるようになりました。それ

が、自信となり、次に踏み出す勇気が生まれたとお話してくださりました。

 また、小学5年生の時、いじめにあい、クラスでもサッカーチームでも無視されるようになり、仲間を失い、楽しくなくなり、夢や目

標ももう無理だと思い始めていたが、どうしてもあきらめられないという気持ちがあり、練習に通い続けていた。そんななか、友人の1

人が「一緒にやろうよ！」と声をかけてくれ、そこから徐々にパスもまわってくるようになり、クラスの友達ももどってきた。「なにか

あったときには、友達や仲間に一言声をかけてあげてほしい、勇気を出して一歩踏み出してほしい」と生徒の皆にお話しされました。中

学生の頃には、憧れていた先輩が引退し目標を失ってしまい、やる気がなくなり練習にもいかなくなってしまったが、周りの大人たち

（親や先生等）が声をかけ続けてくれたから、夢をあきらめることなく進むことができた。高校時代も、厳しい練習だったが、夢や目

標、仲間がいたから最後まであきらめることなく続けることができ、全国大会で優勝もでき、人生1番うれしかったと熱く語ってくださ

りました。

 最後に、「自分で決めた夢や目標をもったら、一生懸命、勇気をもって、覚悟をもって、あきらめないでほしい！」と生徒にエールを
贈ってくださいました。

 鶴岡さんは千葉県のご出身ですが、小学5年生の頃スキーの映像を見て、スキー選手になりたいという夢を持ち、毎日スキーができる

環境に身を投じるため、山形県の高校に進学されました。

 『この時、夢への距離が近づいたと思ったが、大会等で結果がなかなか出ず、大学時の全国大会も結果が悪く、夢から遠のき、「無
理」と感じるようになってしまい、好きな気持ちもなくなってきてしまった。そんな時同じスキー場でやっていたスノーボードを見てや

ってみたいと思い、スノーボードを始め、24歳時に初めて日本一になったときに、「スノーボードでオリンピックに出たい！」という新

たな夢を持った。その後も夢を目指す中で、オリンピックに出場できなかったことや、結果を出せない時期もあり、何を頑張ればよいの

か、目標がない時期もあったが、両親から「ありがとう」や、ねぎらいの言葉を貰ったときに、自分だけの夢ではないと感じ、自分以外

の人のためにも頑張ろうと決心した。どうしたらよいのかを考え、「全力」で「本気」で「心をこめて」これまでやってきたことを行う

ことでオリンピックに出場することができた。今思えば、失敗したときこそ最高だった。失敗があったからこそ、より難しいことも達成

することができた。失敗はうまくいくためのチャンス。』とお話いただきました。

 また、生徒たちへ、夢を叶える・成功するための秘訣として
  [1] ときめきの瞬間を逃すな！：心に残ること、ドキドキ、ワクワクすることをたくさん感じる。

  [2] 本気は本物か？：心をこめて行う。できないことよりも、やらないことの方がかっこ悪い。

  [3] 何があっても諦めない！：できないことがあっても、続けることで高く跳べる様になる。

 をということを伝えていただき、南行徳中学校での「夢の教室」は終了しました。

「夢の教室」@若宮小学校

 平成27年11月6日（金）に市川市立若宮小学校で「夢の教室」を開催しました！

 今回は夢先生として、千葉県出身で、拓大紅陵高校で甲子園に出場後、ドラフト2位で千葉ロッテマリーンズに入団し、プロ野球選手

としてご活躍され、引退後は格闘家に転身、K-1でもご活躍された立川隆史（たちかわ たかし）さんと、ラグビー選手として、名門の立



命館大学で関西リーグ優勝を果たし、卒業後はニュージーランドに渡り複数年プレーされ、帰国後日本IBMに加入しプロ選手となった西

山淳哉（にしやま じゅんや）さんにお越しいただき、授業を行っていただきました。

 立川さんは小学3年生の頃、3歳上の兄の影響で野球を始め、小学6年生の頃にリトルリーグの全国大会に出場したことで、プロ野球選

手になりたいという夢を持ったそうです。

 立川さんは『高校入学後、あまりのレベルの違いに練習についていくことができなかったが、少し頑張れば達成できそうな目標を常に
設定して練習することで少しずつ成長し、メンバーに入れるようになり、甲子園に出場し、準優勝することができた。高校3年生の時は

甲子園に出場することができなかったが、別の大会で放った打球の鋭さを見て忘れられなかったというスカウトから声をかけられ、ドラ

フトを経てプロになることができた。誰も見ていないようなところであっても常に一生懸命努力することで、必ず良いことがある。誰か

が見ていてくれる。日々の積み重ねが自分の力となり、失敗を恐れず挑戦することで、失敗は経験になり、成功するとそれが自信にな

る。』と子供たちへ伝えていらっしゃいました。

 

 また小学生の頃運動が苦手で、父の影響で宇宙飛行士を夢見ていたという西山さんは、31歳でプロのラグビー選手になるという夢を叶

えるまでに、高校から始めたラグビーで、3年生時に県の選抜候補に入り、ラグビーが好きだと感じ、これからも続けたいと思ったこと

や、大学時に2度のアキレス腱断裂という大怪我や後輩が練習中に亡くなるといったことがあり、体と心にショックを受け、一度は本当
にラグビーをやめようとしたことがあったことなどをお話いただきました。

 そういったご自身の経験から、仲間がいたからショックを乗り越え、夢を持ち、それを叶えることができたことや、大切なこととし
て、「チャレンジすることで成功するが、失敗もする。失敗したときはどうしたらよいのか考え、成功するために努力し、再びチャレン

ジする。これを繰り返して成功へ近づける。」ということをお話しいただきました

「夢の教室」@稲荷木小学校

 平成27年10月29日（木）に、市川市立稲荷木小学校において、「夢の教室」を開催いたしました。

 今回の夢先生は、ラグビー選手として、高校日本代表、明治大学で全国大会優勝、社会人チームで日本一連覇を達成。その後プロ選手
を目指し渡仏し、フォワードの選手として日本人初のプロ契約選手となり、日本代表として2003年のワールドカップにも出場された、斉

藤祐也（さいとう ゆうや）さん。アシスタントは、女子サッカー選手として、ユニバーシアード日本代表を経て、さいたまレイナス（現

浦和レッズレディース）やアルビレックス新潟レディースでご活躍された、法師人美佳（ほうしと みか）さんにご担当いただきました。



  まず体育館で行われたゲームの時間では、斉藤さんと子供たちが1つのチームとなって、法師人さんが出すゲームに挑戦しました。こ

のゲームはみんなで協力することで達成することができるようになっており、ゲームでの失敗や成功を通じて「仲間と協力すること」や

「思いやりの心」の大切さを子供たちは実感することができたのではないでしょうか。

 教室に会場を移して行われたトークの時間において、斉藤さんは、ご自身の経験から大事にしていることとして、「一生懸命」「チャ
レンジ＝行動力」「感謝」の3つを挙げ、更には「躓いた時こそ、自分が何をしなければいけないのか、本当に好きなものを思い出して
ほしい。」「自分の夢を言葉にして表に出すと、自分自身のパワーとなり、責任感が生まれ、それを聞いた周りの人が助けてくれる。」

ということを子供たちに伝えていらっしゃいました。

 2015ラグビーワールドカップでの日本代表選手の活躍から日が浅いこともあり、子供たちはラグビー選手に興味津々。目をキラキラさ

せながらゲームに夢中になり、お話を真剣を聞いている姿が印象的でした！

 今後も様々なスポーツ選手に、市川市で授業を行っていただく予定となっております。

「夢の教室」@須和田の丘支援学校（小学部）

 特別支援学校での夢の教室は、全国でも初の実施ということで、特別支援学校特別バージョンでのお話をして下さりました。
 式田さんは、小学生の時はサッカーがへたくそだったが、少しずつ小さな夢・目標をクリアしていき、できなそうなことでも一生懸命
挑戦してくことが大事だとお話しされました。また、小学5年生の時には、いじめにあい、みんなに無視をされるなどしてつらかった。

でも、そんなときに、友達が声をかけてくれて救われた。子どもたちにも、声をかけてくれた友達のような優しい心をもってほしいと会

話をしながら伝えておりました。

 最後に「家族・友達・先生がいたから夢を叶えることができた。夢に向かっていくなかで、みんなのことを大切にしてほしい。そし
て、自分から「ありがとう」や「おはよう」を伝えて、笑顔を増やしてほしい。そうするなかで、大きな絆になっていくよ。」と、子ど
もたちに寄り添うように、温かい思いを話して下さりました。子どもたちも、自分たちの夢を一生懸命笑顔で発表してくれました。

「夢の教室」@柏井小学校

 平成27年10月6日（火）に市川市立柏井小学校において、「夢の教室」を開催いたしました！

 柏井小学校では、夢先生として、



 元プロサッカー・フットサル選手で、湘南ベルマーレやバルドラール浦安で活躍され、既に本市の各校において「夢の教室」のアシス
タントもご担当いただいている川股 要佑（かわまた ようすけ）さんと、

 元プロサッカー選手として、大学卒業後にセレッソ大阪に入団、移籍したジェフユナイテッド市原・千葉では2年目からキャプテンを

務められ、チームを牽引、その後モンテディオ山形や湘南ベルマーレでもご活躍された下村 東美（しもむら とうみ）さんに授業を行っ

ていただきました！

 川股先生は、小学2年生の時に友達に誘われサッカーをやり始めました。最初はリフティングも全然できませんでしたが、あきらめず

続けていく中でコツをつかみ、できるようになっていくことがうれしく、そしてどんどん楽しくなっていき、サッカーが大好きになって

いきました。

 中学2年生の時、有名な強豪チームの監督から「うちのチームに練習できてみないか？」と誘われ、そこで評価され、見事入団するこ

とできました。このとき、明確にプロサッカー選手になりたい！という夢を持ちました。

 中学・高校となかなか試合でることもできませんでしたが、人一倍練習に励み、独自の練習にチャレンジしてきました。卒業後はスペ
インに修行しに行き、帰国後プロサッカー選手になり、27歳で引退しました。

 「夢があるから最後まで続けられた。自分で考えたチャレンジを続け、失敗もするが、それでもチャレンジをして続けるとたまに小さ
な成功がある。何回もチャレンジしていくと成功が増えていき、それが自信になる。小さな成功から小さな自信になり、続けてやればや

るだけ力になる。それを本気でやってきたから夢がかなった」と子供たちにお話しされました。

  

 父がオーストリア人でご自身も金髪だったいう下村先生は、小学生時代、他のチームから指を指されるといった嫌な経験をしたことか
ら、親に相談したところ、「サッカーが上手で強くなれば絶対無くなるよ！」とアドバイスを受け、一生懸命サッカーを頑張っていたと

いいます。

 中学1年生の時にJリーグが開幕し、サッカー選手になりたいという漠然とした夢を持ち、高校3年生の時にJリーグの試合のボールボー

イを経験したことで、自分ももっとうまくなりたい、大勢の人の前でプレーしたいという思いを持ち、プロサッカー選手になりたいとい

う明確な夢を持たれました。

 ご自身の経験から子供たちへ、『「絶対にあきらめない」「感謝の気持ちを持つ」「常に謙虚であること」の3つの言葉を大切にして

「1日1日の積み重ね」を小学生の頃からプロとして現役を終えるまでの間意識することで、プロサッカー選手となり、12年間でJリーグ

300試合に出場することができた。楽しい時には何でもできるが、苦しいときに何ができるかを考えて乗り越えることが大切。どんなこ

とが必要なのか、足りないものは何かを考えて1日1日成長していって欲しい。そうすれば必ず夢は近づく。』とメッセージを送って下さ

いました！

「夢の教室」@大野小学校

 平成27年9月29日（火）と30日（水）に市川市立大野小学校において、「夢の教室」を開催いたしました！

 今回は夢先生として、
 29日には、大学進学後にカヌーを始め、大学3年時に日本代表に選出、オリンピックに3大会連続出場（アテネ、北京、ロンドン）さ

れ、ワールドカップや世界選手権でもご活躍された中野 忍（なかの しのぶ）さん、

 30日には、プロサッカー選手として、高校卒業後にJリーグのセレッソ大阪に加入し、FWや攻撃的MFとしてプレーされ、サガン鳥栖

やロアッソ熊本でもご活躍された米山 大輔（よねやま だいすけ）さんにお越しいただきました！

  また、アシスタントは、既に本市において複数の学校でご担当いただいている、元プロサッカー選手の川股 要佑（かわまた ようす

け）さんと、同じく元プロサッカー選手の式田 高義（しきだ たかよし）さんにご担当いただきました。

 



 中野さんは、『高校まではずっとバレーボールをやっていたが、大学ではバレーボール部に入ることができなかった。友人に誘われて
入ったカヌー部だったが、同じ部で同じ練習や食事をしている先輩がアトランタオリンピックに出場している姿を見て、自分もオリンピ

ックに出たいという夢を持った。その後、日本代表に入り世界大会に出場し、あまりの実力差に恥ずかしくなってしまうこともあった

が、実力を高めるため、強豪校の男子選手と一緒に練習したり、外国人コーチの練習法を取り入れることでタイムを縮めることができ、

オリンピックでの入賞やワールドカップで優勝に結びつけることができた。』お話しいただきました。

 また肩を脱臼しながらアジア大会の決勝に臨んだエピソードから、『最悪のコンディションの中でのレースだったが、ゴール間際で他
国選手が力を緩める中、最後まで必死にパドルを漕ぎ続けたことで逆転して優勝することができた。しっかりと準備をして臨むことも、

もちろん大切だが、最後まであきらめないことが大事。』と子供たちへメッセージを送っていただきました。

 米山さんは、『3歳の誕生日プレゼントにサッカーボールをもらい、そこからサッカーが大好きになった。小学生の時に県選抜の試験

では落ち続けてしまったが、そこから左右どちらでもシュートが打てるようフォームを研究したり、コントロールを鍛える等の練習に励

み、あきらめずにがんばった結果、小学6年生のときに県選抜に合格することができ、その頃からプロサッカー選手になりたいと思うよ

うになった。高校1年生2年生の時は全国高校サッカー選手権大会県予選において、決勝戦敗退だったが、高校3年生のとき優勝すること

ができ、全国高校サッカー選手権大会に出場することができた。そして、高校卒業後プロサッカー選手になるという夢を叶えた。』とお

話いただきました。

 「くやしかったり、つらいことがあっても、最後まであきらめず、強い気持ちを持ってチャレンジし続けていれば夢は叶う。失敗して
も同じ失敗をしないよう、成功するために考えて練習すれば夢は叶う！」と子供たちに熱い思いを語ってくださりました。

 また、夢がまだないという子供たちにも「好きなことや、夢中になるものが見つかれば、それがやりたいこと、夢に繋がる。」と、お
話されていました。

「夢の教室」@北方小学校

 平成27年9月25日（金）に市川市立北方小学校において、「夢の教室」を開催いたしました！

 今回の夢先生は、プロサッカー選手として、Jリーグのコンサドーレ札幌や川崎フロンターレなどでFWとして活躍され、現在はサッカ

ースクールのコーチやスポーツビジネスの世界でも活躍されている黄川田 賢司（きかわだ けんじ）さんにお越しいただきました。

 また、アシスタントは、ジャパンラグビートップリーグ初代ベスト15や、7人制ラグビー日本代表としてワールドゲームシリーズ世界

大会でMVP獲得された、元ラグビー日本代表キャプテンの池田 渉（いけだ わたる）さんにご担当いただきました。



 体育館で行われたゲームの時間では、黄川田さんと子供たちが1つのチームになって、池田さんが指揮するゲームに挑戦しました。ゲ

ームをクリアするという目標に向けて、みんなで作戦を考え、円陣を組んで気合を入れるなど、クラスの子供たちと黄川田先生が1つに

なって取り組む姿がとても印象的でした。この時間を通じて「仲間と協力することの大切さ」をしっかりと学ぶことができたのではない

でしょうか。

 会場を教室に移して行われたトークの時間では、黄川田さんに夢のお話をしていただきました。
 『子供の頃からサッカーが大好きで、1986年メキシコW杯でアルゼンチン代表マラドーナ選手のプレーを見て「プロサッカー選手にな

りたい」という夢を持った。夢へと向かう中で、怪我などでサッカーをすることができない時期があり、夢を諦めそうになったが、家族

や仲間・チームメイトの支えがあり乗り越えることができた。心の中にはプロサッカー選手になりたいという夢があり、夢があるから頑

張ることができた。挫折をも乗り越える力になった。』というお話いただき、子供たちは真剣に聞き入っていました。

 最後には夢を叶えるコツとして、『ただ単純に練習を頑張るのではなく、どんな練習をどのように行うかなど、より具体的に考えるこ
とが大切。』とアドバイスをいただき、北方小学校での「夢の教室」は終了しました。

「夢の教室」@大和田小学校

 平成27年9月4日（金）に市川市立大和田小学校において、「夢の教室」を開催いたしました！

 今回の夢先生は、サッカー選手として、海外13カ国へ挑戦し、ボリビアでプロ契約を結び、現在も海外での挑戦を続けている菊池 康平

（きくち こうへい）さんと、女子サッカー選手で、日テレベレーザで223試合に出場し、なでしこジャパンの一員として2度のFIFA女子

ワールドカップ、2004年のアテネオリンピックでご活躍された、小林 弥生（こばやし やよい）さんにお越しいただき、授業を行ってい

ただきました！

 また、アシスタントは前日の塩浜中学校に引き続き、元サッカー選手の川股 要佑（かわまた ようすけ）さんにご担当いただきまし

た。

 

 菊池さんは海外でプロ契約を結ぶため単身で海外にわたり、13か国目でプロ契約を結ぶことができました。現在も、プロとして満員の

スタジアムで試合をすることを目指し、仕事を続けながら、夢に向かってチャレンジし続けております。いろいろな国に挑戦していくな

かで、菊池さんは「3分の入団テストを『3分しかない』と考えるのではなく、『3分もある』という考え方にかえることで、限られた時

間の中でも全力を尽くせるようになった。」また、「自分の思いを伝えたり、相手のアドバイスを聞いたりするためにも言葉はとても重



要だ。夢を叶えるためには、自ら動くこと、あきらめないことがなによりも大切だ」とお話しして下さいました。

 小林さんは、中学生の時に澤穂希選手がアトランタオリンピックに出場している姿を見て、オリンピックに出たいという夢ができまし
た。「努力とは、考えて行動すること。努力して夢や目標に向かっていってほしい。」、「大きな怪我をしてつらかったが、仲間や家

族、友達の支えによって乗り越えることができ、最後の大会に優勝して笑顔で引退することができた。」とお話されていました。最後に

子供たちに「自分を信じて、味方を信じて、チームで戦え、一人じゃない」と熱くお話ししてくださりました。

「夢の教室」@塩浜中学校

 平成27年9月3日（木）に市川市立塩浜中学校において、2学期最初の「夢の教室」を開催しました！

 今回の夢先生は、野球選手として、四国・九州アイランドリーグの香川オリーブガイナーズを経て、プロ野球の横浜ベイスターズ
（現：DeNAベイスターズ）でピッチャーとしてご活躍された福田 岳洋（ふくだ たけひろ）さんにお越しいただきました。

 また、アシスタントはサッカー選手として、スペイン・リーガエスパニョーラのエスパニョールの練習生を経て、Jリーグの湘南ベル

マーレ、Fリーグのバルドラール浦安でご活躍された川股 要佑（かわまた ようすけ）さんにご担当いただきました。

 夢の教室の前半に行われたゲームの時間では、デモンストレーションとして現役時代に球速150km/hのボールを投げていた福田先生に

ピッチングを披露していただきました！間近で感じるプロのスピードとコントロールに生徒たちは目を丸くしていました。その後生徒た

ちは、川股さんが指揮する様々なゲームを通じて「仲間と協力することの大切さ」を福田さんと一緒に学びました。

 

 小学2年生から野球を始めていたという福田さんは、『これまで、仲間や親のサポートを得ることで好きな野球を続けることができ

た。高校卒業時にプロになれず、友達や仲間がそれぞれの進む道に向かっていく中で、野球を続けるか悩んだが、野球が好きだったから

続ける決断をした。その後の大学卒業の際にもプロになれなかったが、好きだったからあきらめなかった。「続けないといけない」では

なく、「好き」だからあきらめずに続けることができた。周りの意見も大切だか、自分を信じることが大事。自分に自信を持って、自分

の好きなこと、やりたいことを自問自答して、やりたいことを全力でやることが大切。』とお話いただきました。 

 最後に福田さんが大切にしている『やって出来ないことはない。それが自分の本当に好きなことなら。』という言葉をいただき、塩浜
中学校での夢の教室は終了いたしました。

 今後も多くの子供たちが自分の好きなことや夢と向き合えるよう、この教室を実施してまいります。

「夢の教室」@東国分中学校

 平成27年7月6日（月）と13日（月）に市川市立東国分中学校において、本市中学校で初めてとなる「夢の教室」を開催しました！

 両日ともに、プロサッカー選手として、Jリーグの大宮アルディージャや、アメリカのユナイテッドサッカーリーグ（USL）等でご活躍

された、西村 卓朗（にしむら たくろう）さんに「夢先生」として授業を行っていただきました！

 また、アシスタントは両日ともに、プロサッカー選手としてジェフユナイテッド市原（現・千葉）、アルビレックス新潟でご活躍され
た式田 高義（しきだ たかよし）さんご担当いただきました。 



 西村さんは、1990年のイタリアワールドカップを見てプロサッカー選手になりたいという夢を持たれ、

 「夢をかなえるために、
 1.夢中になる（中学生の頃、夏休みに毎日練習を5時間、試合のビデオを5時間見ており、雨が降っていたり、友達から遊びに誘われて

もサッカーに打ち込んでいた。）

 2.挑戦する（大学へ行くまでの間に、怪我をしにくい体作りや、足を速くするためのトレーニング。能力の有無ではなく、自分がやろ

うとするかしないか。）

 ことを続け、プロサッカー選手になるという夢をかなえることができた。そして今でも新しい夢に向けて、夢中になり、挑戦し続けて
いる」とお話いただきました。

 また夢を追う中で、
 1.賢さ：外国人監督とのコミュニケーションのための英語力、怪我をしないための知識、自身の活動をPRするための文書力や表現方法

など。

 2.強さ：体の強さではなく、精神面の強さ。

 3.やさしさ：うまくいかないことがあった時に、多くの人に助けてもらえた。自分も他の人にやさしくしようとする気持ち。

 が身に付いこともお話いただきました。

 授業前にはやや恥ずかしがりながら体育館に集合した中学生が、ゲームの時間、トークの時間を経て、真剣な表情で西村先生の話を聞
いている姿が印象的でした。

 今後も中学校で「夢の教室」を開催してまいります！

「夢の教室」@国府台小学校

 平成27年7月3日（金）に市川市立国府台小学校において「夢の教室」を実施いたしました！

 今回は、「夢先生」としてアイスホッケー選手として、東洋大で大学史上初の3冠を達成、ユニバーシアード日本代表にも選出され、

H.C.日光アイスバックスで11年間プロアイスホッケー選手としてご活躍された、村井 忠寛（むらい ただひろ）さんと、女子サッカー選

手で、日テレベレーザで223試合に出場し、なでしこジャパンの一員として2度のFIFA女子ワールドカップ、2004年のアテネオリンピッ

クでご活躍された、小林 弥生（こばやし やよい）さんにお越しいただき、授業を行っていただきました！



 村井さんは、ご自身がプロアイスホッケー選手になるまでのお話の中で、アイスホッケーを始めたきっかけや、中学生の時にいじめを
受けたが、それを乗り越えたこと、大学時代にキャプテンとしてチームを引っ張り、大学史上初の3冠を達成されたことなどを語られ、

「夢を叶えるためには挑戦することが絶対必要。 小さな目標を積み上げ、それに向かって努力し、その努力を継続することで挑戦するこ

とができる。好きなことをやり続けることが大事。」と子どもたちへ伝えていました。

 小林さんは、兄の影響でサッカーを始め、中学2年生の時に澤穂希選手がアトランタオリンピックに出場している姿を見て、オリンピ

ックに出たいという夢ができたといい、「努力とは、考えて行動すること。ただ頑張るのではなく、目標に向かって何をするかが大

事。」、「大きな怪我をして、サッカーをあきらめかけたこともあったが、仲間や家族、友達の支えによって乗り越えることができ、最

後の大会に優勝して笑顔で引退することができた。」とお話されていました。

 大雨の降る音が響く中での開催となりましたが、その雨を吹き飛ばすくらいの元気で子どもたちは「夢の教室」に参加していました。

「夢の教室」@市川小学校

 平成27年6月4日（木）に市川市立市川小学校において「夢の教室」を実施いたしました！

 今回は、女子バレーボール日本代表として、ワールドグランプリやアジア大会、世界選手権などで活躍された、落合 真理（おちあい

まり）さんと、プロサッカー選手として、大宮アルディージャやザスパ草津、徳島ヴォルティスなどで活躍された、島田 裕介（しまだ

ゆうすけ）さんが「夢先生」として、授業を行いました！

 落合さんは子供たちに、「3C『Challenge（チャレンジ）』、『Change（チェンジ）』、『Chance（チャンス）』が大切。何事に

も迷う前に挑戦することで、何かが変わる。失敗することもあるけれど、何度もチャレンジしてチェンジすることで、その先にチャンス

がある。」と伝えていました。

 島田さんは、「夢であるプロサッカー選手になる時に、全国大会などに出場できなかったが、プロのスカウトに普段の練習に対する姿
勢も見られていた。試合などの結果だけが重要だと思っていたが、夢に向かって『あきらめない』で頑張ることが大事だと気づいた。皆

も『あきらめない』という言葉を忘れないで！」とお話されていました。

 市川小の子供たちはとても元気で、夢先生も驚いていらっしゃいました。これからもその「元気」と「夢」を忘れずに成長していって
ください！

「夢の教室」@中山小学校

 協定締結式後の平成27年5月21日（木）と22日（金）に市川市立中山小学校において、「夢の教室」を開催しました！

 21日はアテネオリンピック競泳女子800m自由形で金メダルを獲得し、北京オリンピックにも出場された柴田 亜衣（しばた あい）さ

ん、

 22日はバレーボール日本代表として、アテネオリンピックと北京オリンピックに出場された杉山 祥子（すぎやま さちこ）さんに「夢

先生」として授業を行っていただきました！

 また、アシスタントは両日ともに、プロサッカー選手としてジェフユナイテッド市原（現・千葉）、アルビレックス新潟でご活躍され
た式田 高義（しきだ たかよし）さんご担当いただきました。 



 「夢の教室」の前半に行われた熱く楽しい「ゲームの時間」の中では、式田さんが子供たちに「相手を思いやる心」、「仲間と協力す
ることの大切さ」を伝えていただきました。

 後半に行われた「トークの時間」では、
 柴田さんは、「少しずつ目標を高くし、それをクリアしていくことで、最終的にオリンピックが目標となりクリアすることができ
た」、「先生や一緒にがんばった仲間の支えがあったから頑張ることができた」、「周りに支えてくれたり応援してくれる人がいるから

いろいろなことができているということに感謝してもらいたい」といった思いを子供たちに伝えていました。

 また、杉山さんは、オリンピックを目指すにあたり、「レシーブは苦手だが、速いスパイクには自信があり、これだけは誰にも負けな
いというNo.1を1つくる」、「他人と比べると、自分の悪いところばかり気にしてネガティブになってしまうから、ライバルは昨日まで

の自分」と2つのことを心に決めて夢を叶えるために頑張っていたと伝えていました。

 どのクラスでも、子供たちは夢中でゲームに取り組み、夢先生のお話を目を輝かせながら聞いていました。
 今後も多くの学校で実施する予定となっております。お楽しみに！
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ホーム   暮らし   文化・スポーツ・生涯学習   スポーツ   その他の関連情報   「夢の教室」開催報告[2]

市川市で「夢の教室」を開催しています！

 市川市では平成27年度よりオリンピック・パラリンピック関連事業として、公益財団法人日本サッカー協会と協定を締結し、JFAここ

ろのプロジェクト「夢の教室」を実施しております。

 今後も市内の市立小・中・特別支援学校において、「夢の教室」を開催していきます！
 
 ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」詳細についてはこちらをご覧ください。
 → http://www.jfa.jp/social_action_programme/yumesen/（外部サイト）

 

 

○各学校等での様子 ※【】内は授業を行っていただいた夢先生

・第八中学校（3月16日、17日、18日、22日）【森友紀さん、佐藤愛子さん、吉田善行さん、式田高義さん】

・妙典中学校（2月17日、18日、19日）【清水康也さん、桧野真奈美さん、秋本真吾さん、式田高義さん】

・鶴指小学校（2月9日）【中西永輔さん】

・第五中学校（1月19日、20日、21日）【京谷和幸さん、荒井美帆さん、徳田耕太郎さん】 

・宮田小学校（12月18日）【小早川毅彦さん】

・第七中学校（12月14日、15日、16日、17日）【江口晃生さん、片岡安祐美さん、式田高義さん、井上友綱さん、高橋健介さん】

・第四中学校（12月8日、9日、10日、11日）【高橋良輔さん、寺島武志さん、式田高義さん、新井健二さん、山田隆裕さん】

・中国分小学校（12月3日）【長谷川太郎さん、式田高義さん】

・大洲小学校（11月27日）【土屋慶太さん、式田高義さん】

 

※協定締結式と5月21日から11月25日までに実施した「夢の教室」の様子はこちら

 

夢の教室@第八中学校

 平成28年3月16日（水）から22日（月）に市川市立第八中学校で「夢の教室」を開催いたしました。

 今回の夢先生は、フライングディスクを用いた団体競技種目アルティメットで2012年に日本代表選手兼監督として世界選手権で優勝

し、現在、女子日本代表監督して活躍されている森 友紀（もり ゆき）さんと、2007年アジア柔道選手権大会で優勝し、2008年北京オリ

ンピックに出場、その後もグランドスラム・モスクワ2011、世界選手権柔道大会等数々の大会で優勝した佐藤 愛子（さとう あいこ）さ

ん、2005年に総合格闘技でプロデビューを果たし、2007年にはウェルター級の初代王者に輝き、2013年からDEEP FCに活動拠点を移し

現在もライト級のトップファイターとして活躍している吉田 善行（よしだ よしゆき）さん、

 また、アシスタントは、元なでしこジャパンの小林 弥生（こばやし やよい）さんにご担当いただき、お馴染みの元サッカー選手の式

田 高義（しきだ たかよし）さんにはアシスタントと授業も行っていただきました。

更新日： 2019年4月26日

「夢の教室」開催報告[2]

http://cms.city.ichikawa.lg.jp/index.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/catpage/kurashi-top.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/catpage/kurashi-syougai-top.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/catpage/kurashi-sports.html
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/catpage/cat_00000711.html
http://www.jfa.jp/social_action_programme/yumesen/
http://cms.city.ichikawa.lg.jp/pub06/1111000093.html


 森さんは、中学生時代はソフトボール、高校時代はハンドボールを行っていましたが、大学に入学し「アルティメット（※1参照）」

というスポーツと出会いました。今までの部活生活では決められた目標に向かって頑張ってきましてが、この時、「学生日本一になりた

い！」という目標・夢を自分で決めました。夢を叶えるためには、「まず、計画（作戦）をたてる、そして、実践（チャレンジ）する、

さらに、どうして成功できたか、なぜ失敗したのかを考え修正する。そしてまた、チャレンジする！その中で、夢はでかくていい！作戦

は細かく、叶えたいときから逆算して考えることが大切！」とお話して下さりました。そして、大学4年生のときに、全日本学生選手権

大会で念願の優勝を果たし、夢を叶えることができました。次に森さんは「世界一になる！」という夢をもち、日本代表選手になるため

に練習に励んでいきました。しかし、共に日本代表を目指してやってきた友人だけが日本代表に選ばれ、自分は落選したりと思うように

いきませんでした。そこで、思い返してみると、日本代表になることがゴールになっていることに気づき、世界一への通過点として日本

代表入りを目指そう！と思い直しました。そうすると、気持ちが変わり、練習も、生活も変わりました。そして、世界一を目指すため、

会社を辞め、トップチームのカナダへ修行しに行き、ついに日本代表に選ばれ、2012年の世界大会で見事優勝を果たすことができまし

た。最後に「夢を描いて、叶っている時を想像する。こうしたい、こうしたらいいんじゃないかい、夢までの道を予測することが大切」

とお話して下さりました。

（※1アルティメットとは、各7人からなる2チームが100m×37mのコートでディスクをパスしながら運び、エンドゾーン内でパスをキャ

ッチすると得点となる、球技にはないディスクの飛行特性を利用したり、スピードや持久力を必要とするスポーツです）

 

 佐藤さんは、小学3年生の時に父親が怖く、言われるがままに柔道をはじめ、親に褒められたくて「オリンピックで金メダルをと

る！」と言っていました。当時は、本当の夢ではありませんでした。小・中学校と続けていく中で強くなり、全国中学生大会では3位に

なるまでになりました。高校に入っても続け、大学1年生の時に大人の大会で優勝することができ、そこで「オリンピックに行って金メ

ダルをとりたい！」というのが本当の夢になりました。24歳の世界選手権で3位になり、オリンピックンに行けるのではないかと、周囲

も期待し始め、翌年に北京オリンピック出場を果たしましたが、試合中にケガをしてしまい、マスコミからひどいバッシングを受けまし

た。リハビリ中、世間やマスコミから、「佐藤の時代は終わった」と言われていた時、当時、柔道を指導してくれていた先生に「お前は

幸せだな。オリンピックに行けるのはごくわずかだし、マスコミはたたいているけど、仲間や家族はいるだろう」と言われ、この時、周

りや過去を振り返り、「今まで自分だけでがんばっていたつもりだったけど、そうじゃなく、仲間・家族・コーチの支えがあって、応援

してくれている、支えてくれているみんながいることに気づき、感謝の気持ちでいっぱいになった。」とお話してくださりました。その

後、オリンピックにでることよりも大切なものに気づけて良かった、気持ち的にこれ以上に楽しい、幸せな時はないだろうと世界選手権

で優勝を果たし引退をしました。

 

 吉田さんは、父親が柔道の先生だったこともあり、5歳から柔道を始めました。中学からは、全国の強い選手が集まる講道学舎へ入

り、レギュラーになることを目標に練習に励んでいました。そして、日本一になりたいという夢を持ち、高校3年生の時に、全国大会で

優勝を果たし、夢を叶えることができました。大学生になって、柔道を続けるも次の目標が見つけることができませんでした。28歳ま

で、家で柔道を教えているだけの生活でしたが、テレビで総合格闘技を見て「すごい！」と思い、28歳で総合格闘技をはじめました。た

いていは、高校卒業してすぐに始めるのですが、28歳からのデビューは遅く、苦労も多くありましたが、格闘技でも日本チャンピオンに

なりたいという夢を持ち、34歳の時にアメリカでデビュー戦を勝利で飾ることができました。36歳の時にケガをしてしまい、アメリカの

大会への出場するための契約をきられてしまった。それもで、チャンピオンベルトをとる夢をあきらめることができず、37歳まで各国へ

修行しに行き、ついにフランス大会に出ることができ、そこで、念願のチャンピオンベルトをとることができました。

「何事に目標を掲げ、常に挑戦することが大切だ。今も、日本で現役として試合をしており、挑戦し続けている。これから、新しいジム

も作って、そこで世界に通用する選手を育てたり、格闘技の楽しさを伝えていくのが今の夢だ！」と熱く語って下さいました。

 



夢の教室@妙典中学校

 平成28年2月17日から19日にかけて、市川市立妙典中学校において、「夢の教室」を開催いたしました。

 今回は、Jリーガーとして、ベガルタ仙台、サガン鳥栖、東京ヴェルディでプレーされ、現在はJFLのブリオベッカ浦安でプレーされて

いる、清水 康也（しみず こうや）さんと、ボブスレー選手として、2002年から8年連続で全日本選手権に優勝し、トリノ、バンクーバー

のオリンピックにも出場された、桧野 真奈美（ひの まなみ）さん、陸上選手として、200mハードルの日本及びアジア記録を所持してお

り、引退後の現在は、トップアスリートへの走り方指導や、子供達への陸上教室を行っている、秋本 真吾（あきもと しんご）さん、Jリ

ーガーとして、ジェフユナイテッド市原（現・千葉）やアルビレックス新潟でプレーされた、式田 高義（しきだ たかよし）さんに夢先

生として、授業を行っていただきました。

 アシスタントは、Jリーガーとして横浜マリノス（現 横浜F・マリノス）やスペインリーグのレリダで活躍された、安永 聡太郎（やす

なが そうたろう）さんにご担当いただきました。

 清水先生は、
 「2歳年上の兄と、体育教師の父の影響でサッカーを始め、1993年Jリーグの開幕試合を見て、自分もこの舞台に立ちたいと夢見た。

強いチームに入ることができたものの、中学生になると試合に出ることができなくなり、チームを去ってもらうと宣告され、自分もあき

らめかけていたが、父からの、『ここで逃げるな！やりたいことをやり続けろ！』『我慢して、コツコツやっていくしか目標を叶える道

は無い』という言葉を受け、チームに残りたい一心で練習した結果チームに残ることができ、次第に試合に出ることができるようになっ

た。この頃からプロサッカー選手が夢から目標になり、大学では250名もの部員の中からレギュラーとなって、試合でも活躍した結果、

卒業時にプロサッカー選手になることができた。

 プロになってからは、2度の大怪我や、応援してくれていた父が亡くなったこともあり、サッカーを止めようかと思うこともあった。

しかし、家族や周りの仲間から『あきらめるな』という声をかけられ、少しずつまた頑張ろうという気持ちになり、乗り越えることがで

き、今でも浦安のチームでJリーグを目指してプレーしている。」

と子供の頃から夢を叶え、現在に至るまでをお話下さいました。

 最後には、「今の夢はもう一度Jリーグの舞台で自分の思い描くプレーすること。夢を持っていると嫌なことがあっても頑張ることが

できるし、勇気を持って乗り越えることができる。みんなも継続すること、感謝の気持ちを忘れないで。」

とメッセージを送って下さいました。

 

 桧野さんは、スピードスケートでオリンピックを目指していた小学生の頃から、ボブスレー選手としてオリンピックに出場するまでを
お話下さいました。

大好きだったスピードスケートを断念しなければならないほどの大ケガや、高校で陸上競技を始めたがケガによりやりきることができな

かったこと、ボブスレーとの出会い、オリンピックに手が届いていたにも関わらず出場できなかったこと、4年後オリンピックの舞台に

立つことができたときにあきらめないでよかったと思ったことなど、夢を叶えるためにいくつもの挫折を乗り越えてきたお話の中から大

切なこととして、

 1．夢を持つこと どんなに小さくてもOK

 2．あきらめない どうしたら自分があきらめないで済むのか
 3．全力で どんな時でも
 を挙げ、



 「挫折は自分の経験や通過点。悩むことは悪いことではない。苦しい時でもあきらめず、自分を信じて、少しずつできることを積み重
ねて乗り越えてほしい。」とメッセージを送っていただきました。

 

 秋本さんは、「小学生の頃、走るのが大好きで、大会に出場する度に新記録を打ち立てており、中学校での部活を楽しみにしていた。
しかし中学に入ると陸上部は無く、仕方なく入部したバスケ部でも初心者だったため1年間体育館に入れてもらえず、また学校対抗の陸

上大会でも成長痛により短距離種目の選手になれず、他に人がいないからという理由でなんとか棒高跳びの選手にしてもらえた。誰も教

えてくれる人はおらず、出場した大会もビリだった。自分の思い描いていた中学校生活を送れていなかった。」とお話し下さいました。

そんな状況の中から夢を叶えるまでに大切なこととして、

 1つは、中学時代にこのままでは終わりたくないという思いから、陸上、バスケともに自分で練習方法を考えながら練習＝挑戦したこ

とで、結果を出したことから「チャレンジ」すること。

 2つ目は高校時代陸上部でいくつかの種目を掛け持ちしていたが、インターハイに出たいとの思いから、自分が「これだ！」と感じ

た、400mハードル1つに絞って取り組み、見事全国大会に出場することができたことから「本気」でやること。

 3つ目は27歳の時にスランプで結果が出なかった際に、実業団の社長から「いつまで競技を続けるのか」と言われ、自分の中に「いつ

か何とかなれば良いか」という気持ちがあることに気づき、1年以内に結果を出すと宣言して、200mハードルでアジア記録を樹立したこ

とから「期限を設ける」ことをお話し下さいました。

 また悩み事が多くなる中学生へ「人に対しての不満は解決することはないが、自分に対しての不満は自分で変えることができる。」と
メッセージを送ってくださり、最後には「自分の今の夢は、マスターズ陸上に来年（35歳）出場し、100ｍでメダルを獲ること！みんな

も一緒に頑張ろう！」とお話しいただきました。

夢の教室@鶴指小学校

 平成28年2月9日（火）に市川市立鶴指小学校で、「夢の教室」を実施いたしました！

今回の夢先生は、Jリーガーとして、ジェフユナイテッド市原（現・千葉）、横浜F・マリノスでご活躍され、日本代表としても、1998年

フランスW杯に出場されるなどご活躍された、中西 永輔（なかにし えいすけ）さんにお越しいただき、授業を行いました！

また、アシスタントは、Jリーガーとして、ジェフユナイテッド市原（現・千葉）、アルビレックス新潟でご活躍された、式田 高義（し

きだ たかよし）さんにご担当いただきました！



 中西さんは、小学生からサッカーを始めたといい、その楽しさに夢中になるうちにメキメキと上達し、2年生の頃には上級生に混ざっ

て試合に出るようになったそうです。市や県のトレセンに参加するようになると、友達（仲間）が増え、どんどんサッカーが好きになっ

ていったといいます。小学4年生の時に、W杯スペイン大会のテレビを見て、「あの舞台に立ちたい」と思うようになり、当時日本にはプ

ロリーグが無く、W杯にも出場したことはありませんでしたが、「プロサッカー選手になってW杯に出たい」という夢を持ったそうで

す。

 しかし、中学生になると同時にサッカーの実力を妬んだ先輩からいじめを受けるようになり、1年半もの間まともにサッカーをさせて

もらえず、サッカーを続けるか悩んだこともあったそうです。誰にも相談することができず、月1回行われていた県でのトレセン練習が

唯一の楽しみとなっていましたが、ある時中西さんを中学校でいじめていた先輩が県のトレセンに参加することになりました。その時初

めて小学校の頃からトレセンで一緒に練習していた先輩にいじめのことを相談すると、その先輩が中学校の先輩に歩み寄り、「永輔をい

じめたら、俺たちが許さない！」と言い放ち、次の日から中学校でのいじめは無くなったといいます。

 高校進学をするにあたり、中学校でほとんど練習ができず、下手になってしまったため、進路を悩んでいましたが、親からの後押し
や、自分の夢のためにサッカーの強豪校に進むことを決意し、四日市中央工業高校へ進学しました。練習は厳しいものでしたが、中学校

でサッカーができなかった分楽しく、自分が上手になっているという実感を持つことができたといいます。その結果高校3年生の時にイ

ンターハイ3位、冬の全国大会で優勝することができ、プロからスカウトを受け、悩まず決断しプロサッカー選手となりました。

プロサッカー選手となった後も、オリンピック代表候補となるも、選出されなかったという悔しいことから、W杯に出たいという思いが

強くなり、厳しいプロ生活の中必死に努力した結果、1998年W杯フランス大会のピッチに立つことができ、夢を叶えることができたとお

話いただきました。

 

 中西さんは夢へと向かうお話の中で子ともたちへ、
 「夢に向かう時には波がある。下向きの時にどう行動するのか大事であり、上向きの時でも満足せずに考えて行動し続けることが大
事。」

 「夢は小さな目標の集まり。1つ1つクリアしていかなければならない。」

 「夢をあきらめないことが大事。言葉で『あきらめない』と言うのは簡単だが、行動に移すととても難しい。思っているだけでは夢は
叶わない。行動に移さないとダメ。」

 「100%叶う夢はない。が、夢に向かって頑張ることは無駄にはならない。夢が叶う確率を99,99999・・・%までは自分の力で持って

いくことができる。夢が叶う確率を99.99999・・・％にするか0.000000・・・1％にするかは自分次第。」

 「みんなは今、大きな石をゆっくり積み上げている。積み上げるのにはとても時間がかかるが、間違った行動をすると、時間をかけて
積み上げたものが一瞬で崩れてしまう。崩れた石をもう一度積み上げようとすると、より時間がかかる上に、今度の石は小さいものにな

ってしまう。だからみんなには間違った行動はせずにまっすぐ進んでほしい。」

といったメッセージを送って下さいました。

 

夢の教室@第五中学校

 平成28年1月19日（火）〜21日（木）に市川市立第五中学校において、「夢の教室」を開催いたしました！

 今回の夢先生は、19日（火）は、Jリーグで活躍さていましたが、不慮の事故により、車椅子生活になるも、そこで車椅子バスケと出

会い、日本代表として、シドニー、アテネ、北京、ロンドンと4大会連続でパラリンピックに出場した、京谷 和幸（きょうや かずゆき）

さん。

 20日（水）は、シンクロナイズドスイミングで、2010年・2014年アジア大会で準優勝に輝き、2012年・2015年日本選手権水泳競技大

会では、ソロで準優勝を果たした、荒井 美帆（あらい みほ）さんです。

 21日（木）は、フリースタイルフットボールで、史上最年少で全日本大会優勝、2012年の「Red Bull Street Style Japan Final 」で

は大会2連覇達成し、同年行われた世界大会において最年少世界チャンピオンに輝き、現在も国内外問わず活躍されている、徳田 耕太郎

（とくだ こうたろう）さんです。

 また、アシスタントは、日産FC（現 横浜F・マリノス）、ベルマーレ平塚（現湘南ベルマーレ）、横浜FC、ザスパ草津で活躍され、

1999年には、U-20日本代表としてFIFAワールドユース選手権（現 FIFA U-20 ワールドカップ）において、史上初の準優勝を成し遂げた

高田 保則（たかだ やすのり）さんと、高校時代にU-20日本代表に選出され、FIFAワールドユース（現 FIFAU-20ワールドカップ）に出

場、高校卒業後は横浜マリノス（現 横浜F・マリノス）に加入し1年目から優勝に貢献、その後スペインリーグのレリダや清水エスパル

ス、柏レイソル等で活躍された、安永 聡太朗（やすなが そうたろう）さんです。

 



 京谷さんは、小学5年生からサッカー選手になりたいという夢をもち、小・中・高と一生懸命練習に励み、高校卒業と同時にプロ契約

を結び、夢を叶えました。しかし、交通事故にあい、脊髄を損傷し車椅子生活を余儀なくされ、サッカーを続けることができなくなって

しまいました。

 退院後、市役所に手続きに行った際に、窓口の方に車椅子バスケを紹介され、それから、リハビリの一環として車椅子バスケをするよ
うになりました。リハビリの中でプレーしたり、他のチームの試合をみたりしても余裕だと思っていたが、紹介をしてくれた方のチーム

（日本トップレベルのチーム）の練習に行ったとき、練習はかなりハードで「自分には無理だ、俺はサッカーに戻るんだ！」と言って逃

げてしまいまいました。それでも、仲間になかば無理矢理国体につれていかれ、そこでの試合は自分が思っていたものとは異なっていま

した。作戦会議で話した戦術が目の前で繰り広げられ、得点を決めている様子は、所詮生涯者のスポーツだろと馬鹿にしていたものでは

なく、「これは本当のスポーツだ！すごい！」と感動し、そこから車椅子バスケにのめり込んでいきました。

 その後、地元（室蘭）の仲間に会った際に、「サッカーをしていない京谷なんて、京谷じゃない」、「がんばれ」と言われるのが悔し
く、皆の前で勢いでパラリンピックにでると言ってしまったこと、サッカー選手時代の仲間の結婚披露宴で、周囲はプロサッカー選手ば

かりで、一人委縮してしまい、「この仲間と肩を並べて話がしたい」、「パラリンピックにでれば肩をならべて話せるのではないか」と

思ったこと、そして、子供ができて、子供が誇れるパパになりたいと強く思うようになったこと、これらの出来事もあり、本気でパラリ

ンピック日本代表を目指すようになりました。新たな夢を胸に、なると決めた瞬間から突っ走り、念願のパラリンピック出場を果たすこ

とができ、再度夢を叶えることができました。

 京谷さんは最後に、「失敗は成長のもと、失敗は大きければ大きいほど成長する。失敗とどう向き合うか。音で聞くもの、目で見るも
の、様々な出来事等、それらすべての出会いが学びと気づきを与えてくれる。出会いはチャンスであり、出会いひとつ一つに感謝するこ

とが大切だ」と力強く生徒たちにお話ししてくださりました。

 荒井さんは、TVでシンクロナイズドスイミングの選手が野生のイルカと泳いでいるのを見て、それに憧れ、小学3年生のときシンクロ

を始めました。

 地元のシンクロチームは弱く、地区大会でもビリでしたが、母が強いチームを探し、小学5年生の時に、むりやり日本トップクラスの

強いチームに移籍させられました。そこでは、練習が週5日、平日は1日3時間、土日は7時間も行い、練習場所も電車で1時間の所になる

など、生活ががらりと変わりました。同時に、周りの仲間はすごい人ばかりで、早く自分も追いつきたいと、努力する習慣もつきまし

た。中学・高校でもシンクロを続けましたが、優勝することはなく、大学生のときに北京オリンピックを生で見て感動し、そこで、オリ

ンピック出場という夢が目標に変わりました。

 翌年の2009年に念願叶って、日本代表に選ばれるも、世界水泳5位という結果は、想像していたものではなく、とてもくやしく力不足



を実感しました。2012年ロンドンオリンピック日本代表には、選考会において上位9人しか選ばれないのですが、0.5点差で10位だった。

また、その年から制度が変わり、10番目の選手は、ロンドンオリンピック予選会までの補欠として日本代表メンバーに同行できるように

なったが、10人目は、9人のうち誰かが大きな怪我等で試合にでられないときのみの選手であるため、大会に出られないのに、毎日12時

間にもおよぶとても厳しい練習は肉体的にも精神的にもつらかったと当時のことを振り返っていました。

 しかし、考え方を変え「自分はオリンピックメンバーと練習できている、オリンピックメンバーとの練習は私しかできない。」と自分
のために取り組み、また、「私が1人でも嫌な顔していたらチームの気持ちが下がる、一番つらいのは私だから、チームの前では泣き事

やつらい等とは言っちゃダメだ」とチームのために練習にはげんだと、考え方一つでいろいろなことを乗り越えることができると生徒た

ちに熱く語ってくださいました。そして、日本はロンドンオリンピックの出場権を獲得し、同時に荒井さんの日本代表との生活も終わり

ました。その日の夜に仲間が荒井さんのために、大好きな歌を合唱してくれたり、アルバムをくれたりして、またこのメンバーと日本代

表になりたいと強く心に誓いました。その後日本代表へ復帰し、ワールドカップ2位、日本選手権ソロ2位に輝き引退をされました。今の

夢は、メイクアップアーティストとして、シンクロ選手にメイクを教えたいとお話ししてくださりました。

 

 徳田先生は、中学1年生の時、フリースタイルフットボールの本と出合い、リフティングの技を磨き始めたといいます。

初めて挑戦したリフティングの最中にボールを足で跨ぐ技では、1週間かけてやっと1回成功させることができました。たった1回の成功

でしたが、「練習すればできるようになる」ことを実感し、色々な技へ挑戦していきました。

 中学2年生の時に、地元のお祭に呼ばれ、人前で初めてリフティングの技を披露することとなりました。緊張していたため、かなり失

敗してしまいましたが、見ていた人たちから「すごい！」「どうやったらできるの？」と声をかけられ、拍手を貰いました。この時、

「もっとうまくなればもっと多くの人に喜んでもらえる」と感じ、更に練習に取り組むこととなりました。

 しかし中学3年生になると脳挫傷という大きな怪我をしてしまい、1ヶ月ほど入院することとなりました。命には関わらなかったもの

の、後遺症として長距離を走る運動と水泳などをすることができなくなってしまい、小学1年生から続けていたサッカーをやめなければ

なりませんでした。幸いにもリフティングなどは続けることは許可されたので、今後はフリースタイルフットボールを続けていくことを

決意し、高校へ進学しました。

 高校3年生の時に、フリースタイルフットボールの世界大会で日本人選手が準優勝したというニュースを見て、自分も大会に出場した

いと思うようになり、直接その選手に連絡をとり、大会へ参加することとなりました。

 地方予選を勝ち抜き迎えた決勝トーナメントでは、ニュースで見た世界2位の選手と戦うことになり、初めは「無理だ」という気持ち

が大きかったものの、次第に「自分の持っている力をぶつけてみよう！」という気持ちになり、新しい技を携え挑戦しました。相手がミ

スをする中、徳田さんは自分の技をしっかり披露することができ、見事勝利。そのままの勢いで日本チャンピオンとなりました。

 その後の世界大会では、今度は自分がプレッシャーに負けてしまい、予選落ち。その後その大会を観戦し、決勝戦の舞台で活躍し、優
勝した選手を見て、初めて世界チャンピオンになりたいという夢を持ち、次の大会に向けて努力を重ねました。

 友達からの誘いも断り、2年間ひたすら練習を続けた結果、次の日本大会でも優勝することができ、世界大会へ再挑戦し、見事優勝す

ることができたとお話くださいました。

 徳田さんは夢を叶えるために「努力=練習が必要。僕は楽しみながら練習を続けることができた。楽しみながら練習すると普通よりも

多く努力することができる。それを続けることで夢に近づく。」とメッセージを送ってくださいました。

夢の教室@宮田小学校

 平成27年12月18日（金）に市川市立宮田小学校において、「夢の教室」を開催いたしました！

 今回の夢先生は、大学時代には1年生時から4番を務め、三冠王を獲得し、1983年にドラフト2位で広島東洋カープに加入し新人王を獲

得。ヤクルトスワローズに移籍後は、開幕戦で3打席連続ホームランを放つなどご活躍された、小早川 毅彦（こばやかわ たけひこ）さん

です。

 また、アシスタントは、市川市夢の教室レギュラーに定着した式田 高義（しきだ たかよし）さんです。



 小早川さんは、4歳の時にネフローゼ症候群《尿からタンパクがでてしまい、血液中のタンパクが減少し、体や顔にむくみ（浮腫）が

起こる疾患》が発症し、食事制限や入院、運動禁止等、完治する小学4年生までつらい治療生活を送っていました。

 完治した小学4年生からはサッカーをしていましたが、中学にはサッカー部がなく、仕方なく野球部に入りました。当時の顧問は野球

経験がありませんでしたが、それでも熱心に指導してくださり、一緒に成長しようというスタンスだったこともあって、自分たちもどん

どん野球にのめり込んでいきました。高校は野球の名門PL学園に進学し、昼から夜遅くまで厳しい練習でしたが、甲子園出場という目標

を掲げ、「とりあえず今日を頑張ろう！」と仲間と励ましあいながら毎日がんばり続けました。厳しい練習の成果もあり、見事甲子園出

場を果たしました。このとき、甲子園球場の大きさ、そして大観衆に圧倒されたが、日々の厳しい練習のおかげで場の雰囲気に飲み込ま

れることはなく、日頃の準備がいかに大切かを知ったとお話をされました。

 その後、大学へ進学しプロ野球選手になるという夢をもち、厳しい練習の毎日をやり遂げ、卒業後プロ野球選手になるという夢を叶え
ました。

 小早川さんは、最後に、今の生活をあたりまえだと思わないで、周りの人に支えられていることに気づいて、感謝の気持ちをもって生
活してほしい。と、病気時代や、中学高校時代の中で、家族・仲間・医師など、多くの人に支えられていたという実感から、生徒たちに

熱く思いを伝えてくださりました。

夢の教室@第七中学校

 平成27年12月14日（月）から17日（木）にかけて、市川市立第七中学校で「夢の教室」を開催いたしました！

 今回の夢先生は、ボートレーサーとして、通算1,500勝を達成し、現在も現役選手としてご活躍されている江口 晃生（えぐち あきお）

さんと、現在クラブチームの茨城ゴールデンゴールズの選手兼監督としてご活躍されている女子野球選手の片岡 安祐美（かたおか あゆ

み）さん、市立船橋高校卒業後、Jリーグのジェフユナイテッド市原（現・千葉）、アルビレックス新潟でご活躍された、元サッカー選

手の式田 高義（しきだ たかよし）さん、アメリカンフットボール選手として、早稲田大学で活躍され、本場アメリカでプロアリーナフ

ットボール選手としてご活躍された、井上 友綱（いのうえ ともつな）さん、現役のフットサル選手で、日本代表やFリーグのバルドラー

ル浦安、スペインリーグでもにご活躍されている高橋 健介（たかはし けんすけ）さんにお越しいただき、授業を行っていただきまし

た。



 江口さんは、
 「小さい頃はプロ野球選手になりたいと思っていたが、体が小さく、自信が持てなかった。中学時代もミスをして人から笑われてしま
い、嫌な気持ちになることがあったが、3年間しっかりと続けたことが自信になり、人の失敗を笑わないようになった。

 高校ではスポーツで日本一になりたいと思い、新たに水球にチャレンジした。ここでも体の小ささからマネージャーを勧められること
もあったが、外から試合形式のプレーをずっと見ることで理解度が上がり、必要とされる動きが分かるようになった。その動きができる

よう練習を続けていたところ、チャンスが来て試合に出場することができ、その試合で活躍したことでレギュラーになることができた。

 大学でも水球をやろうと思っていたが、大学から声がかからず、個人で体の小ささが不利にならない競技で日本一になりたいと思うよ
うになり、ボートレーサーを目指し、ボートレースの学校へ入学した。そこでは厳しい訓練が待っていたが、自分の夢や、これまで苦し

いことを続けてきた経験が自信となり、乗り越えることができ、デビューすることができた。ボートレーサーとして活躍するようになっ

た今では、もっと体が小さくても良かったな、と思うようになった。」とお話くださいました。

 最後には「僕のモットーは『恐れるな、挑め』成功の反対は失敗ではなく、何もしないこと。失敗は成功するための武器になるから、
恐れずに挑戦してほしい。そして、みんなには運の良い人になってほしい。自分のことを運が良いと言い、何事もポジティブにとらえる

ことで、本当に運の良い人になることができる。」とメッセージを送って下さいました。

 井上さんは現在身長190cmですが、子供の頃から体が大きく、スポーツが大好きで、色々なスポーツをやってきたといいます。

「中学校では野球をやっていて、体も大きく、チームでも活躍していたことから天狗になってしまった。練習を熱心にやらなくなり、レ

ギュラーから外されてしまった。もう一度練習をしっかりやろうと決意し、普段の練習に加えて、1日50球のキャッチボールを必ず行う

ようにした。その結果レギュラーに復帰し、試合に出ることができるようになり、『コツコツ努力』することでいい結果が出ることを学

んだ。

 高校ではアメリカンフットボールを始めたが、ここでも天狗になりかけてしまった。しかし、『チームを強くしたい』という思いが芽
生え、パスを投げるポジションだったことからチームメイトとコミュニケーションを取りつつ、再び1日100球キャッチボールを行い、コ

ツコツ努力した。その結果府大会で3位になることができた。

 大学はアメリカンフットボールの強豪校に入学し、初めは周りのレベルについていけなかったが、コツコツキャッチボールすること
を、色々な選手と行うことにチャレンジし、うまい人の技を盗むことや、キャッチしやすいボールを投げることを意識しながら1日150球

のキャッチボールを行うことで、少しずつ成長し、試合にも出場できるようになった。

 大学在学中にアメリカでの練習や、アメリカ人選手とプレーする機会があり、成長することができた自分は、アメリカへ挑戦したいと
思うようになった。アメリカでの挑戦はなかなかうまく行かず、入団テストにも落ち続けたが、再びコツコツ努力することと、アメリカ

の選手と一緒に練習することにチャレンジし、本場のプレースピードや自分の技能を磨き、7チーム目でやっと合格することができた。

自分は『コツコツ努力』することと、『チャレンジ』することを続けた結果、夢に近づくことができた。小さなことかと思うかもしれな



いが、続けることで大きな力になる。みんなもそれを忘れず実践してほしい。」とメッセージをいただきました。

 

 高橋さんは、小学生の頃にサッカーを始め、北海道選抜に落選し悔しい思いをしたことから本格的に目標を持ってサッカーをするよう
になったといいます。

 「最初の夢はサッカーのコーチ（先生）になることで、全国大会に出場したいという目標もあった。努力を続け、高校生のときに全国
大会に出場することができた。

 大学では日本一を目指し、強豪校に入学するものの、伸び悩み、監督から練習に来なくて良いと言われてしまった。高校時代の監督に
相談した結果、言われたことだけを考え、言われたことだけを努力するだけではダメだと思い、考えながら努力することが大切だと気づ

いた。自分に厳しいことを言ってくれた大学の監督に感謝し、再び努力した結果、大学のAチームに入ることができた。

 ちょうどその頃、技術を高めるために参加したフットサルチームに、フットサル日本代表選手がいて、この人よりうまくなれば日本代
表になれるのでは、と思うようになり、サッカーからフットサルへ転向し、新たにフットサルで日本代表になることが夢となった。

 フットサルの練習への行き帰り2時間に当日の練習の目標や反省をノートに記入するなど、ただ練習するだけでなく、考えながら努力

した。友人にも支えられ、日本代表に選出されワールドカップに出場することができた。この頃から、夢と目標が一致し始め、代表の中

心選手になることや海外でプロ選手になりたいという思いが芽生えた。慢心から1年間代表から外されてしまったことやケガで試合にで

ることができなくなってしまうこともあったが、周囲への感謝の気持ちを持って努力し、挑戦することで乗り越えることができた。」と

お話し下さいました。

 そして12月8日に引退発表したこともお話しいただき、最後には生徒たちへ、

 「うまくいかないときに、あきらめずにどれだけ頑張ることができるか。そこで頑張ったことは必ず自分のためになる。夢を持つこと
は恥ずかしいことではないし、努力するためのパワーになる。夢に向かって進むためには、1歩踏み出す勇気が必要。努力し挑戦を繰り

返すことで夢に近づいていく。夢へと向かう中で、必ず高い壁がある。そのときには周囲の人からの言葉やアドバイスが乗り越えるため

のきっかけになる。周りの人に感謝し、お互い応援し合えるようになってほしい。」と熱くお話いただきました。

夢の教室@第四中学校

 平成27年12月8日（火）〜11日（金）に市川市立第四中学校において、「夢の教室」を開催いたしました！

 今回の夢先生は、8日（火）は、元プロボクサーで、フォーカスカップ・ヘビー級トーナメントで優勝。また、日本人で初めてOPBF東

洋太平洋ヘビー級ランカーとなり、さらに、クルーザー級タイトルマッチでは、日本人で2人目となる王座に輝いた、高橋 良輔（たかは

し りょうすけ）さん。

 9日（水）は、大学入学後セパタクローを始め、JOCジュニアオリンピックカップで優勝し、日本代表に選出され、また、キングスカ

ップ世界選手権大会で3位となり銅メダルを獲得した、寺島 武志（てらしま たけし）さんと、船橋市立船橋高校時代に全国高校サッカー

選手権大会優勝を果たし、卒業後は、ジェフユナイテッド市原（現・千葉）やアルビレックス新潟にて活躍され、本市ではおなじみの式

田 高義（しきだ たかよし）さんです。

 10日（木）は、アルビレックス新潟でDFとしてプレーし、その後、創設されたばかりのアルビレックス新潟シンガポールに移籍し、2

年間キャプテンを務める等、海外リーグで活躍された、新井 健二（あらい けんじ）さん。

 11日（金）は、高校時代、全国高校サッカー選手権、高校総体、全日本ユース選手権を制覇するなど6度の日本一を達成。卒業後は、

日産自動車FC（現 横浜F・マリノス）加入しMFとして活躍され、日本代表にも選出された、山田 隆裕（やまだ たかひろ）さんです。

 また、アシスタントは全日程、市川市夢の教室準レギュラーになりつつある式田 高義（しきだ たかよし）さんです。今回も、夢先

生・アシスタントともに活躍していただきました。

 



 高橋さんは、大学受験に失敗し途方にくれているときに、テレビでマイクタイソンみて、ビビビ！と感じるものがあり、ボクシングで
ヘビー級チャンピオンになろうという夢をもちました。 しかし、通っていたジムを1か月でやめ、また、始め、また辞めを繰り返して

いましたが、プロ間近の友人に「もうちょいがんばれよ！」と激励されたことで奮起し、26歳で念願のプロボクサーになりました。

 それからは、勝ったり負けたりで、アメリカに武者修行にも行きましたが、なかなかチャンピオンになることができませんでした。そ
こで、「次、負けたら引退します！」と宣言し、自分を追い込み、そこからは、10連勝を果たしました。しかし、ヘビー級チャンピオン

との戦いに敗れたとき、元々ヘビー級の体格ではなかった高橋さんは、「自分の体格に合わないヘビー級に無理にこだわる必要はないん

じゃないか、自分に合ったところで挑戦しよう！自分のあったところでチャンピオンベルトを巻きたい！」と思うようになり、1つ下の

階級に変更し挑戦、見事チャンピオンになり、夢を叶えることができました。

 夢を叶えるためには、気持ちを強くもち、言葉にすることでさらに強くなれる。自分から挑戦する勇気をもって、あきらめなければ必
ずすべてが益となる！と力強く生徒たちに語って下さいました。

 

 寺島さんは、小学3年生のときからサッカーを始め、リフティングが大好きでずっと続けており、小学5年生のときにはプロサッカー選

手になりたいという夢をもちました。中学・高校と地元のクラブチームでサッカーを続けてきましたが、高校の途中で、仲間が移籍した

り、指導者が変わったりでだんだんサッカーが楽しくなくなり、サッカーを辞め、夢をあきらめてしまいました。大学から再びサッカー

を始めましたが、またすぐに辞めてしまいました。

 そんな時に、友人からセパタクローに誘われ、瞬く間に魅了され、これでもう一回がんばってみよう！と思い、日本代表としてアジア
大会（4年に1度開催され、セパタクロー界ではオリンピックのような大会）で日本初のメダルをとりたいという夢を持ちました。小学生

時代にずっとやっていたリフティングも生き、日本代表に選ばれましたが、アジア大会予選では1回も勝てずぼろ負けでした。この時ま

で支えてくれた仲間や家族に申し訳なく思い、皆への感謝を示すのはメダルをとることだと強く感じました。そこから、1+1を2でも3で

もするため、努力・団結・チームワークを高め、見事アジア大会銅メダルを獲得することができました。

 最後に、今どうなりたいか、夢を自由にもってほしい。周りの人がみんなを支えてくれている、支え合っている仲間を大切にしてほし
い。支えてくれている人への感謝の気持ちを忘れず、ありがとうの言葉を声にだして伝えていってほしい。と生徒たちに思いを伝えてく

ださりました。

 新井さんのサッカーとの出会いは、小学4年生のときに、国立競技場でのプロサッカーの試合観戦でした。中学からサッカー部に入部

し、一生懸命に練習に励んでいたさなか、心臓病が見つかり、サッカーを禁止され、パニックになり周りがみえなくなってしまい、どん

どんマイナス思考なってしまいました。ですが、病院の先生、家族、友人に相談し、助けを求めていくなかで、様々なアドバイスをもら

い、徐々にやる気がでてきました。良い医師とも出会うことができ、無事に病を克服し、プロのサッカー選手になりたいという夢をもち

ました。

 大学入学後、技術の差を痛感し、またマイナス思考になりそうだったとき家族や友達からのプラスの言葉もらったことで、乗り切るこ
とができたとお話してくださりました。大学卒業後、5チームでセレクションを受け、合格することができプロサッカー選手になること

ができました。3年で日本のプロを引退し、いろいろな経験をして、プレーする環境を変えたいと思い、シンガポールへ渡り、代表選手

にも選ばれました。今は、海外で監督をすることが夢だと語ってくださいました。

 壁にぶちあたっても一人で悩まず、周りを頼れば、きっと仲間が助け船をだしてくれると生徒たちに、経験の中から学んだことをお話
されました。

 

 山田さんは、静岡で育ち、当時はほとんどの人がサッカーをやっていたため、なんのきっかけもなく当然のようにサッカーを始めまし
た。中学2年生のある朝、突然父親がいなくなってしまい（現在も行方不明だそうです）、母や姉を養わなければいけなくなり、14歳か

ら働き始めました。学校→部活→アルバイトの毎日で、修学旅行にも行けず、夢や目標もなく、不安ばかりで楽しい思い出はなにもない

生活だった。

 家庭の事情で高校にもいかず働くつもりだったが、サッカー名門高校の監督がスカウトに来て「あと数年でプロリーグができる。高校



3年間死に物狂いでがんばってプロになれ」と言われ、それが希望との出会いとなった。「好きなサッカーもできて、家族も養うことが

できる、ここから人生が始まった」と生徒たちにお話ししてくださりました。

 18歳でプロサッカー選手になってやると心に決め、高校へ進学しました。高校時代では、朝6時から練習をして、夜は23時くらいまで

ひたすら練習をしていました。毎日辞めようと思うくらいきつく、毎日あきらめそうになったが、夢・目標があったからこそ最後まであ

きらめずにやってこられた。その結果、3年間で6回の全国優勝を果たし、18歳でプロサッカー選手になる夢を叶えることができたと語っ

てくださりました。

 夢や目標に期限を決めることで、今何をすべきかがわかってくる。そして、僕ができたのだから、あきらめないでほしい。たった一度
の人生、結果はどうであれ、あきらめないでほしい。結果がダメでも、あきらめなければ、絶対に違う道がきりひらける。と熱い思いを

語ってくださいました。

夢の教室@中国分小学校

 平成27年12月3日（木）に市川市立中国分小学校で「夢の教室」が開催されました。

 今回は、Jリーガーとして、柏レイソルやアルビレックス新潟、ヴァンフォーレ甲府でご活躍され、2014年にはインド・Iリーグでもプ

レーされた元サッカー選手の長谷川 太郎（はせがわ たろう）さんと市立船橋高校卒業後、Jリーグのジェフユナイテッド市原（現・千

葉）、アルビレックス新潟でご活躍された、元サッカー選手の式田 高義（しきだ たかよし）さんに夢先生として授業を行っていただき

ました！

 

 長谷川さんは、小学生の頃、サッカー漫画の「キャプテン翼」を読んでワクワクし、サッカーを始めたといいます。
 「リフティングを続けることでうまくなると思い、毎日練習していた。小学6年生の頃あるクラブの入団テストに落ちてしまい、サッ

カーをやめようと思ったが、一緒にサッカーをしていた仲間からもう1つ受けようと声をかけられ、自分もこのままやめるのは悔しいと

思ったので続けることができ、柏レイソルの下部組織に入ることができた。

 高校1年生の頃はトップチームの練習に参加するなど絶好調だったが、2年生になるとケガを患い病院へ行くと、半年間サッカーができ

ないと診断され、周囲からサッカー以外の道を勧められた。しかし、サッカーを始めたのは自分で決めたことだったので、やめることも

自分で決めたいと思い、あきらめずやれることをやって頑張ろうと決意した。3年生の時にはケガも治り、これまで遅れていた分を取り

戻すためにチームメイトよりも多く練習し、毎日シュート練習に明け暮れた。その結果トップチームの練習にも参加できるようになり、

プロとして契約することができた。

 しかし、夢を叶えることができたが、次の夢が無くなってしまい、何のためにサッカーをやっているのか次第にわからなくなっていっ
た。浦安でプレーしているときに海外へ挑戦することを決意し、インドでプレーする道選んだ。インドでは日本では当たり前のことが当

たり前ではないことが多く、これまでの環境や支えてくれた人に感謝することができるきっかけになった。引退し、いろいろなことにチ

ャレンジしてきたが、サッカーを通じていろいろなことを伝えたいと思うようになり、サッカーの普及のための活動をしている。今の夢

はワールドカップの得点王を育てること。」とお話しくださいました。

 最後には「夢を追う中で大変だと思う時は、自分が大きく変わることができるチャンス。ここで頑張れば成長し、夢に近づくことがで
きる。」とメッセージを送ってくださり、中国分小学校の夢の教室は終了しました。

夢の教室@大洲小学校



 平成27年11月27日（金）に市川市立大洲小学校で「夢の教室」を開催いたしました！

 今回の夢先生は、大学卒業後に海外へ渡り、ドイツやチェコのリーグでプロサッカー選手としてプレーされ、現在東京23FCでヘッドコ

ーチを務められている、元サッカー選手の土屋 慶太（つちや けいた）さんと、市立船橋高校卒業後、Jリーグのジェフユナイテッド市原

（現・千葉）、アルビレックス新潟でご活躍された、元サッカー選手の式田 高義（しきだ たかよし）さんにお越しいただき、授業を行

っていただきました。

 

 土屋さんは、小学生の頃友達からの誘いでサッカーを始め、中学生の時にJリーグが発足したことで、将来Jリーグの選手になりたいと

いう夢を持ったそうです。

 高校時代に、厳しい練習に耐えることができたものの、後輩に厳しく当たる部の風潮に耐えることができず退部し、新たに柔道を始め
ました。柔道はチームで戦うサッカーとは異なり、1対1で戦わなければならず、絶対に逃げないという気持ちや、足腰の強化など、一生

懸命やった結果、後にサッカーでも役立つことを身に付けることができました。

 大学時代には再びサッカー部に入り、県の選抜チームに入るほどの実力を身に付けたものの、Jリーグのテストには不合格。その時、

ドイツのチームが日本でテストを行うという情報を受け、チャレンジすることを決めます。その際に他の人から反対されることが多かっ

たといいますが、自分がワクワクすることにチャレンジすることを選びました。初めは言葉や生活環境に慣れることができずに1人でと

ても苦労したといいますが、現地の方と積極的にコミュニケーションを取るようにすることで新しい友人も増え、少しずつ力を発揮でき

るようになり、プロの選手になることができたとお話いただきました。

 最後に土屋さんは、「夢や夢への進み方・方法は人と違ってもいい。1人になってしまったり、辛いこともあるかもしれないが、努力

することで新しい仲間もできる。自分が本当にワクワクすることを見つけて、それに向かってチャレンジして欲しい。」と熱いメッセー

ジを送って下さいました。

 

このページに掲載されている情報の問い合わせ

市川市 スポーツ部 スポーツ推進課

〒272-8501 千葉県市川市八幡1丁目1番1号

047-318-2013

047-318-2014

電話

FAX

このページについてのお問い合わせ

市政へのご意見・ご提案

https://goo.gl/maps/Xny1V2bCu6hhEFhK7
https://faq.city.ichikawa.lg.jp/faq/faq/web/form101.html?section=14070000
https://faq.city.ichikawa.lg.jp/faq/opinion/web/form103.html
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